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企
業
活
動
に
お
い
て
、「
資
金
」
と

は
、
現
金
、
普
通
預
金
、
３
か
月
以
内

の
定
期
預
金
等
の
こ
と
で
す
。「
キ
ャ

ッ
シ
ュ
・
フ
ロ
ー
」
と
は
、
資
金
の
増

加
ま
た
は
減
少
で
す
。
ま
た
、「
資
金

繰
り
」
と
は
、
資
金
の
増
加
お
よ
び
減

少
を
チ
ェ
ッ
ク
し
資
金
が
不
足
し
な
い

よ
う
調
整
す
る
資
金
管
理
活
動
で
す
。

キ
ャ
ッ
シ
ュ
・
フ
ロ
ー
と
資
金
繰
り

は
似
て
非
な
る
も
の
で
す
が
、
資
金
繰

り
に
お
い
て
資
金
残
高
を
増
や
す
た
め

に
は
キ
ャ
ッ
シ
ュ
・
フ
ロ
ー
改
善
が
伴

い
ま
す
。
換
言
す
れ
ば
、
資
金
繰
り
と

は
要
す
る
に
、
キ
ャ
ッ
シ
ュ
・
フ
ロ
ー

の
管
理
で
す
。

こ
こ
で
は
、「
キ
ャ
ッ
シ
ュ
・
フ
ロ

ー
＝
資
金
の
増
加
─
資
金
の
減
少
」、

「
利
益
＝
収
益
│
費
用
」
と
定
義
し
ま

す
。
キ
ャ
ッ
シ
ュ
・
フ
ロ
ー
と
利
益
が

異
な
る
と
い
う
こ
と
は
、「
資
金
の
増

加
と
収
益
が
必
ず
し
も
一
致
し
な
い
」

「
資
金
の
減
少
と
費
用
が
必
ず
し
も
一

致
し
な
い
」
と
い
う
こ
と
で
す
。

い
く
ら
利
益
を
得
て
い
て
も
資
金
残

高
や
キ
ャ
ッ
シ
ュ
・
フ
ロ
ー
に
問
題

が
あ
れ
ば
、
会
社
の
存
続
が
危
う
く

な
り
ま
す
。
キ
ャ
ッ
シ
ュ
・
フ
ロ
ー

と
利
益
は
違
う
こ
と
を
押
さ
え
た
う

え
で
、
資
金
残
高
と
キ
ャ
ッ
シ
ュ
・

フ
ロ
ー
を
常
に
把
握
し
て
お
く
こ
と

が
重
要
で
す
。

キ
ャ
ッ
シ
ュ
・
フ
ロ
ー
の�

現
状
を
把
握
す
る
に
は

キ
ャ
ッ
シ
ュ
・
フ
ロ
ー
の
現
状
を
把

握
す
る
た
め
の
ポ
イ
ン
ト
は
、
次
の
と

お
り
で
す
。

⑴

　貸
借
対
照
表
を
読
む

貸
借
対
照
表
は
、
過
年
度
と
残
高
を

比
較
し
て
読
む
こ
と
が
大
切
で
す
。

図
表
１
の
例
で
は
、
第
10
期
末
は
会

社
設
立
時
と
比
べ
て
資
金
（
現
金
預

金
）
が
30
増
加
し
て
い
ま
す
が
、
増
加

要
因
は
、
青
色
の
勘
定
科
目
の
増
減
で

あ
る
、
と
読
み
ま
す
。

つ
ま
り
、
貸
借
対
照
表
の
「
貸
方
」

は
資
金
調
達
の
内
訳
で
あ
り
、「
借

方
」
は
資
金
運
用
の
内
訳
で
す
。
会
社

設
立
時
は
、
借
入
金
10
と
資
本
金
10
の

合
計
20
の
資
金
調
達
を
し
た
結
果
、
手

元
に
20
の
現
金
預
金
が
あ
る
状
態
で
し

た
。
こ
れ
が
第
10
期
末
に
お
い
て
は
、

現
金
預
金
は
30
増
加
し
ま
し
た
。

現
金
預
金
が
30
増
加
し
た
理
由
は
、

買
掛
金
増
加
＋
10
、
借
入
金
増
加
＋

10
、
資
本
金
増
加
＋
10
、
利
益
剰
余
金

増
加
＋
80
に
よ
り
合
計
１
１
０
の
資
金

調
達
を
行
な
っ
た
一
方
で
、
売
掛
金
＋

20
、
商
品
＋
20
、
固
定
資
産
＋
40
に
よ

り
、
合
計
80
の
資
金
運
用
を
行
な
っ
た

か
ら
で
す
。
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現
時
点
だ
け
で
は
な
く
、
複
数
時
点

の
貸
借
対
照
表
間
の
勘
定
科
目
残
高
の

増
減
と
キ
ャ
ッ
シ
ュ
・
フ
ロ
ー
を
同
時

に
分
析
す
る
こ
と
で
、
よ
り
多
く
の
情

報
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

⑵�

　簡
易
キ
ャ
ッ
シ
ュ
・
フ
ロ
ー
計
算

書
を
つ
く
る

キ
ャ
ッ
シ
ュ
・
フ
ロ
ー
を
管
理
す
る

に
は
、
簡
単
な
キ
ャ
ッ
シ
ュ
・
フ
ロ
ー

計
算
書
が
あ
る
と
便
利
で
す
。

簡
易
的
な
キ
ャ
ッ
シ
ュ
・
フ
ロ
ー
計

算
書
は
、
①
貸
借
対
照
表
の
全
勘
定
科

目
の
増
減
額
を
把
握
し
、
②
当
該
増
減

額
を
「
営
業
活
動
に
よ
る
キ
ャ
ッ
シ

ュ
・
フ
ロ
ー
」「
投
資
活
動
に
よ
る
キ

ャ
ッ
シ
ュ
・
フ
ロ
ー
」「
財
務
活
動
に

よ
る
キ
ャ
ッ
シ
ュ
・
フ
ロ
ー
」
の
３
つ

の
区
分
に
振
り
分
け
る
こ
と
に
よ
り
作

成
で
き
ま
す
。

図
表
２
は
図
表
１
を
例
と
し
た
簡
易

キ
ャ
ッ
シ
ュ
・
フ
ロ
ー
計
算
書
で
す
。

「
営
業
活
動
に
よ
る
キ
ャ
ッ
シ
ュ
・
フ

ロ
ー
」
は
商
品
の
仕
入
・
販
売
と
い
う

本
業
に
関
す
る
キ
ャ
ッ
シ
ュ
・
フ
ロ
ー

を
、「
投
資
活
動
に
よ
る
キ
ャ
ッ
シ

ュ
・
フ
ロ
ー
」
は
固
定
資
産
の
購
入
に

関
す
る
キ
ャ
ッ
シ
ュ
・
フ
ロ
ー
を
、

「
財
務
活
動
に
よ
る
キ
ャ
ッ
シ
ュ
・
フ

ロ
ー
」
は
借
入
や
増
資
に
関
す
る
キ
ャ

ッ
シ
ュ
・
フ
ロ
ー
を
示
し
ま
す
。

キ
ャ
ッ
シ
ュ
・
フ
ロ
ー
を
分
析
す
る

こ
と
に
よ
り
、
た
と
え
ば
、
本
業
か
ら

得
ら
れ
る
キ
ャ
ッ
シ
ュ
・
フ
ロ
ー
が
、

借
入
や
増
資
が
な
く
と
も
固
定
資
産
を

購
入
で
き
る
水
準
に
あ
る
か
否
か
な
ど

を
把
握
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

⑶

　財
務
分
析
を
行
な
う

財
務
分
析
か
ら
有
用
な
情
報
を
得
る

た
め
に
は
、
財
務
諸
表
の
数
字
に
重
要

な
誤
り
や
不
正
な
ど
に
よ
る
異
常
値
が

な
い
こ
と
が
前
提
で
す
。
こ
こ
で
は
、

監
査
実
務
で
も
実
施
す
る
、
異
常
値
等

の
発
見
に
つ
な
が
る
財
務
分
析
手
法
を

紹
介
し
ま
す
。

①

　前
期
比
較

前
期
比
較
と
は
、
当
期
の
数
字
を
前

期
の
数
字
と
比
較
す
る
こ
と
に
よ
り
当

期
の
数
字
の
妥
当
性
を
分
析
す
る
作
業

で
す
（
図
表
３
）。
滞
留
売
掛
金
や
滞

留
在
庫
の
発
見
に
つ
な
が
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。

②

　月
次
推
移
分
析

損
益
に
関
す
る
勘
定
科
目
に
つ
い

て
、
12
か
月
間
の
金
額
の
推
移
を
分
析

す
る
作
業
で
す
。

た
と
え
ば
、
社
会
保
険
料
な
ど
の
法

定
福
利
費
や
、
使
用
中
の
賃
借
物
件
の

賃
借
料
に
つ
い
て
12
か
月
分
が
計
上
さ

れ
て
い
な
い
場
合
は
計
上
漏
れ
の
可
能

性
が
高
い
で
す
。
月
次
推
移
分
析
は
、

こ
う
し
た
経
費
の
計
上
漏
れ
の
発
見
に

つ
な
が
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

③

　回
転
期
間
分
析

売
掛
金
、
買
掛
金
、
棚
卸
資
産
の
回

 図表１ 　貸借対照表の例

 図表３ 　対前期比較試算表の例

勘定科目
現金預金
売掛金
商品
固定資産
買掛金
借入金
資本金
利益剰余金

前期
2,400
150
10

5,000
30
20
10

5,000

当期
2,200
100
20

5,500
90
10
20

5,200

増減額
▲ 200
▲ 50
10
500
60

▲ 10
10
200

増減理由

決算月の売上減に伴う減少
新商品仕入れによる増加
新規設備購入による増加
決算月の仕入増に伴う増加
約定弁済による減少
新株発行による増加
当期純利益

 図表２ 　会社設立時から第１０期末までのキャッシュ・ 
　　  フロー計算書の例

Ⅰ　営業活動によるキャッシュ・フロー
　利益剰余金増減額
　売掛金増減額
　商品増減額
　買掛金増減額
営業活動によるキャッシュ・フロー

Ⅱ　投資活動によるキャッシュ・フロー
　固定資産の購入による支出
投資活動によるキャッシュ・フロー

Ⅲ　財務活動によるキャッシュ・フロー
　借入による収入
　株式の発行による収入
財務活動によるキャッシュ・フロー

Ⅳ　現金および現金同等物の増減額
Ⅴ　現金および現金同等物の会社設立時残高
Ⅵ　現金および現金同等物の第10期末残高

80
▲ 20
▲ 20
10
50

▲ 40
▲ 40

10
10
20

30
20
50

借方

会社設立時の貸借対照表 第１０期末の貸借対照表

勘定科目の残高増減と資金増減の関係

貸方
現金預金 　20 借入金　 　10

資本金　 　10

勘定科目
現金預金

売掛金

商品

固定資産

買掛金

借入金
資本金

利益剰余金

残高増減額
＋30

＋20

＋20

＋40

＋10

＋10
＋10

＋80

資金増減額
＋30

▲ 20

▲ 20

▲ 40

＋10

＋10
＋10

＋80

資金増減の理由
現金預金（資産）が増えたため  

商品を販売しても掛取引による後払
いで即座に入金がないため資金減少 

商品に投下された資金が増えたため
資金減少（例：新規取扱商品購入）  

固定資産に投下された資金が増えた
ため資金減少（例：自社ビル購入）  

商品を購入しても掛取引による後払
いで即座に出金がないため資金増加 

新規借入により資金増加   
増資により資金増加   

決済条件にかかわらずひとまず
利益は資金増加 

借方 貸方
現金預金 　  50
 
 
 
 
売掛金　   　20
 
商品　　   　20

固定資産       40

買掛金　   　10
借入金　   　20
 
資本金　   　20
 
利益剰余金  80
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チ
ェ
ッ
ク
・
リ
ス
ト
の
青
色
部
分
は

社
外
関
係
者
を
介
在
さ
せ
ず
、
自
社
だ

け
で
実
行
可
能
な
項
目
で
す
。
青
色
部

分
の
割
合
は
75
％
と
な
っ
て
お
り
、
自

社
だ
け
で
実
行
で
き
る
資
金
繰
り
対
策

が
多
い
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

⑴�

　営
業
活
動
に
よ
る
キ
ャ
ッ
シ
ュ
・

フ
ロ
ー
改
善
の
チ
ェ
ッ
ク
項
目

全
チ
ェ
ッ
ク
項
目
の
う
ち
51
％
が

「
営
業
活
動
に
よ
る
キ
ャ
ッ
シ
ュ
・
フ

ロ
ー
」
に
関
す
る
事
項
で
す
。
こ
れ

は
、
本
業
の
改
善
こ
そ
が
最
も
重
要
で

あ
る
こ
と
を
示
唆
し
て
い
ま
す
。

キ
ャ
ッ
シ
ュ
・
フ
ロ
ー
改
善
の
た
め

に
は
、
具
体
策
を
策
定
し
、
実
行
に
移

す
こ
と
で
す
。

た
と
え
ば
、
チ
ェ
ッ
ク
項
目
の
１
と

２
は
、
キ
ャ
ッ
シ
ュ
・
フ
ロ
ー
の
現
状

を
踏
ま
え
、「
販
売
価
格
を
い
く
ら
上

げ
れ
ば
よ
い
か
」「
販
売
数
量
を
ど
れ

だ
け
増
や
せ
ば
よ
い
か
」
に
つ
い
て
把

握
し
、
具
体
策
に
ま
で
落
と
し
込
ん
だ

か
ど
う
か
を
確
認
す
る
項
目
で
す
。

「
売
上
高
＝
販
売
価
格
×
販
売
数
量
」

と
分
解
で
き
る
の
で
、
具
体
的
な
販
売

価
格
・
販
売
数
量
を
定
め
る
と
こ
ろ
ま

で
踏
み
込
む
必
要
が
あ
り
ま
す
。

仕
入
に
関
し
て
も
同
様
で
す
。
得
意

先
や
仕
入
先
と
交
渉
す
る
に
も
、
い
か

に
具
体
的
な
話
が
で
き
る
か
で
交
渉
結

果
は
変
わ
っ
て
き
ま
す
。

資
金
繰
り
対
策
の�

チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト

キ
ャ
ッ
シ
ュ
・
フ
ロ
ー
の
現
状
を
把

握
し
た
ら
、
資
金
繰
り
の
改
善
に
着
手

し
ま
す
。
そ
の
際
、
資
金
繰
り
改
善
の

た
め
に
実
行
す
べ
き
項
目
を
ま
と
め
た

チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
が
あ
る
と
便
利
で

す
。
社
内
調
整
や
金
融
機
関
と
の
協
議

に
お
い
て
も
有
用
で
す
。

そ
こ
で
、「
営
業
活
動
」「
投
資
活
動
」

「
財
務
活
動
」
の
ど
の
キ
ャ
ッ
シ
ュ
・
フ

ロ
ー
を
改
善
す
べ
き
か
と
い
う
視
点

と
、
自
社
だ
け
で
実
行
可
能
か
否
か
と

い
う
視
点
で
整
理
し
て
、
チ
ェ
ッ
ク
リ

ス
ト
を
作
成
し
ま
し
た
（
図
表
５
）。

転
期
間
を
分
析
し
、
残
高
の
妥
当
性
を

分
析
す
る
作
業
で
す
（
図
表
４
）。
回

転
期
間
分
析
に
よ
り
、
滞
留
売
掛
金
、

滞
留
在
庫
、
滞
留
買
掛
金
の
発
見
に
つ

な
が
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

④

　売
掛
金
年
齢
表

売
掛
金
年
齢
表
と
は
、
得
意
先
別
の

売
掛
金
残
高
を
売
上
計
上
月
ご
と
に
分

解
し
、
売
上
計
上
月
か
ら
の
未
回
収
の

経
過
月
数
を
把
握
す
る
こ
と
に
よ
り
、

売
掛
金
の
滞
留
状
況
を
把
握
す
る
た
め

の
管
理
帳
票
で
す
。

売
掛
金
が
発
生
し
て
か
ら
の
経
過
月

数
な
ど
の
情
報
が
得
ら
れ
る
た
め
、
決

済
条
件
と
照
合
す
る
こ
と
に
よ
り
、
滞

留
債
権
の
発
見
に
つ
な
が
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。

⑵�

　投
資
活
動
に
よ
る
キ
ャ
ッ
シ
ュ
・

フ
ロ
ー
改
善
の
チ
ェ
ッ
ク
項
目

投
資
活
動
は
、
実
行
す
る
も
し
な
い

も
自
由
で
あ
り
、
実
行
す
る
か
ら
に
は

費
用
対
効
果
を
事
前
に
検
討
す
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。

た
と
え
ば
、
製
造
設
備
の
増
設
の
よ

う
な
生
産
性
向
上
の
た
め
の
投
資
で
は

な
く
、
土
地
・
建
物
の
取
得
や
有
価
証

券
な
ど
の
金
融
商
品
購
入
と
い
っ
た
投

資
は
、
そ
の
必
要
性
に
つ
い
て
慎
重
に

検
討
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
資
金
繰
り
に
窮
し
て
い
る
場

合
や
、
近
い
将
来
に
資
金
繰
り
に
窮
す

る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
場
合
は
、
事
業

遂
行
上
不
可
欠
と
言
え
な
い
資
産
に
つ

い
て
は
、
売
却
可
否
を
検
討
す
る
こ
と

も
選
択
肢
に
な
り
ま
す
。

投
資
活
動
に
よ
る
キ
ャ
ッ
シ
ュ
・
フ

ロ
ー
の
内
訳
や
そ
の
金
額
は
、
投
資
活

動
に
関
す
る
会
社
の
考
え
方
や
会
社
の

置
か
れ
て
い
る
状
況
を
浮
き
彫
り
に
す

る
面
が
あ
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

⑶�

　財
務
活
動
に
よ
る
キ
ャ
ッ
シ
ュ
・

フ
ロ
ー
改
善
の
チ
ェ
ッ
ク
項
目

企
業
の
財
務
活
動
と
し
て
一
般
的
な

の
は
、
借
入
で
す
。
借
入
と
い
う
と
、

金
利
を
気
に
す
る
人
が
多
い
で
す
が
、

資
金
繰
り
を
改
善
す
る
う
え
で
重
要
な

の
は
、
金
利
よ
り
も
返
済
期
間
で
す
。

返
済
が
厳
し
い
こ
と
が
予
想
さ
れ
る

 図表４ 　回転期間分析表の例

回転期間分析表

１　売掛金残高
２　売上高
３　月数
４　回転期間（月）（１÷(２÷３)）

５　商品残高
６　売上原価
７　月数
８　回転期間（月）（５÷(６÷７)）

９　買掛金残高
10　売上原価
11　月数
12　回転期間（月）（９÷(10÷11)）

得意先別回転期間分析表

A商事（当月末締め翌月末払い）
　１　売掛金残高
　２　売上高
　３　月数
　４　回転期間（月）（１÷(２÷３)）

B株式会社（当月末締め翌々月末払い）
　１　売掛金残高
　２　売上高
　３　月数
　４　回転期間（月）（１÷(２÷３)）

X1期

20
240
12
1.0

20
120
12
2.0

10
120
12
1.0

X1期

5
60
12
1.0

3
18
12
2.0

X2期

30
300
12
1.2

30
150
12
2.4

15
150
12
1.2

X2期

10
100
12
1.2

5
28
12
2.1

X3期

40
360
12
1.3

40
180
12
2.7

20
180
12
1.3

X3期

15
150
12
1.2

7
43
12
2.0
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場
合
は
、
条
件
緩
和
な
ど
に
つ
い
て
金

融
機
関
と
交
渉
し
ま
す
。
交
渉
で
は
、

こ
れ
ま
で
の
金
融
機
関
と
の
取
引
の
な

か
で
い
か
に
誠
意
を
尽
く
し
て
き
た
か

が
問
わ
れ
ま
す
。

具
体
的
に
は
、
決
算
ご
と
に
決
算
内

容
を
共
有
し
て
き
た
か
、
金
融
機
関
に

頼
ま
れ
な
く
て
も
折
を
見
て
能
動
的
に

試
算
表
を
提
出
し
て
き
た
か
と
い
っ
た

こ
と
で
す
。

ま
た
、
資
金
不
足
の
理
由
と
そ
の
解

消
策
に
つ
い
て
定
量
的
に
説
明
で
き
る

よ
う
に
し
て
お
く
こ
と
も
重
要
で
す
。

そ
こ
で
活
用
し
た
い
の
が
、
Ｓ
Ｔ
Ｒ

Ａ
Ｃ
図
で
す
。
Ｓ
Ｔ
Ｒ
Ａ
Ｃ
図
と
は
、

Strategy

（
戦
略
）
とA

ccounting

（
会
計
）
の
概
念
を
結
合
し
た
も
の

で
、
売
上
や
利
益
を
改
善
す
る
た
め
の

具
体
策
や
、
借
入
金
の
返
済
額
を
分
析

し
、
金
融
機
関
と
の
交
渉
事
項
を
、
定

量
的
に
把
握
す
る
た
め
の
分
析
手
法
と

し
て
使
用
さ
れ
る
図
の
こ
と
で
す
。

た
と
え
ば
、
図
表
６
の
例
で
は
、
売

上
高
を
始
点
に
左
か
ら
右
に
読
め
ば
借

入
金
の
返
済
原
資
８
の
生
成
過
程
が
わ

か
り
、
借
入
金
の
返
済
原
資
８
を
始
点

に
右
か
ら
左
に
読
め
ば
、
借
入
金
の
返

済
原
資
８
を
得
る
た
め
に
は
ど
れ
だ
け

の
売
上
高
が
必
要
な
の
か
、
固
定
費
を

ど
の
水
準
に
抑
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

の
か
と
い
っ
た
「
目
標
値
」
を
捉
え
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

実
績
値
が
目
標
値
を
下
回
っ
て
い
る

な
ら
ば
、
差
異
を
解
消
す
る
た
め
に
ど

の
よ
う
な
手
を
打
て
ば
よ
い
か
と
い
う

対
応
策
の
検
討
に
つ
な
が
り
ま
す
。
●▲

え
ば
た
　
じ
ゅ
ん　
江
幡
公
認
会
計
士
税
理
士
事
務
所
所
長
。
大
手
監
査
法
人
勤
務
後
、
２
０
０
９
年
独

立
開
業
。
独
立
自
尊
・
至
誠
一
貫
・
報
恩
感
謝
を
理
念
に
、
凡
事
徹
底
の
会
計
事
務
所
を
目
指
し
て
い
る
。

 図表６ 　STRAC図の例

①売上高
30

③粗利
20

(①－②)
法人税　3

設備投資　2

返済原資　8

手元資金　2
税引後利益　7 税引後利益　7

減価償却費　5
(⑤に含まれる)

固定費
10

(④＋⑤)

④人件費

⑤その他
経費

⑥営業利益　10
(③－④－⑤)

②変動費（原価等）　10

 図表５ 　資金繰り対策チェックリスト

キャッシュ・フロー区分

営業活動による
キャッシュ・フロー

投資活動による
キャッシュ・フロー

財務活動による
キャッシュ・フロー

分類 NO

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

33

いいえ

いいえ

いいえ

いいえ

いいえ

いいえ

いいえ

いいえ

いいえ

いいえ

いいえ

いいえ

いいえ

いいえ

いいえ

いいえ

いいえ

いいえ

いいえ

いいえ

いいえ

いいえ

いいえ

いいえ

いいえ

いいえ

いいえ

いいえ

いいえ

いいえ

いいえ

いいえ

いいえ

はい

はい

はい

はい

はい

はい

はい

はい

はい

はい

はい

はい

はい

はい

はい

はい

はい

はい

はい

はい

はい

はい

はい

はい

はい

はい

はい

はい

はい

はい

はい

はい

はい

チェック項目

販売価格に関する具体策が明確になっているか

販売数量に関する具体策が明確になっているか

売掛金の回転期間に関する具体策が明確になっているか

滞留売掛金の有無を検討し回収を実行したか

著しく増加した売掛金の有無を検討し対策を打ったか

与信管理の有効性を検討し対策を打ったか

在庫の回転期間に関する具体策が明確になっているか

滞留在庫の有無を検討し具体策が明確になっているか

決済条件見直しの交渉可否を検討し交渉を実行したか

販売価格見直しの交渉可否を検討し交渉を実行したか

顧客満足を向上させ売上増加にも繋がる提案をしたか

仕入価格に関する具体策が明確になっているか

外注費に関する具体策が明確になっているか

買掛金の回転期間に関する具体策が明確になっているか

経費の費用対効果を分析し経費削減を実行したか

決済条件見直しの交渉可否を検討し交渉を実行したか

仕入価格見直しの交渉可否を検討し交渉を実行したか

売却可能な不要有形固定資産の有無を検討し実行したか

売却可能な不要投資等の有無を検討し売却を実行したか

解約可能な不要定期預金の有無を検討し解約を実行したか

解約可能な不要保険契約の有無を検討し解約を実行したか

滞留貸付金の有無を検討し回収を実行したか

予定する固定資産購入の費用対効果を再検討したか

予定する投資の費用対効果を再検討したか

全借入金の残高・金利・返済期日等の一覧表を更新しているか

全借入金の返済スケジュール表を更新しているか

金融機関との交渉ための具体策が明確になっているか

金融機関に事業計画書を提出する準備ができているか

社長個人からの借入可能額を把握しているか

社長の役員報酬の妥当性を検討し必要な改定を実行したか

財務情報や近況を定期的に金融機関に報告しているか

借入条件見直しの交渉可否を検討し交渉を実行したか

借換えの可否を検討し実行したか

回答

収入増加
のための
社内対策

収入増加
のための
得意先対策

支出減少の
ための
社内対策

支出減少のため
の仕入先対策

社内対策

社内対策

支出減少
のための
金融機関対策


